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紹介受診重点医療機関について
令和5年7月27日

国立病院機構南九州病院

（1）紹介受診重点医療機関となる
意向について

当院は、令和5年8月より紹介受診重点医療機関として、外来医
療の機能分化・連携を図り、地域医療に貢献することを希望いた
します。



（2）外来医療の実施状況について
• 初診に占める重点外来の割合 72.8％（＞40％）
• 再診に占める重点外来の割合 34.6％（＞25％）
（R3.4〜R4.3の1年間の実績）NCD（レセプト情報）から抽出

• 紹介率 52.0％（＞50％）
• 逆紹介率 52.7％（＞40％）
（R4.7.1〜R4.7.31の1ヶ月の実績）

という状況であり、紹介受診重点医療機関の要件を全て満たしており
ます。

（3）地域での機能及び紹介重点医療機関
となった場合の今後の方針について

地域での機能
①肺がん、慢性呼吸不全等を中心とした呼吸器疾患の疾患におけ
る南九州地域の中核施設としての役割を担っています。

②結核については令和2年にモデル病床となりました。（10床）
エイズを併発した結核患者の診療協力病院となっています。

③筋萎縮性側索硬化症（ALS）、パーキンソン病等の神経難病及
び筋ジストロフィー診療において鹿児島県の基幹施設としての役
割を担っています。



④成育医療について厚生労働省の小児慢性疾患地方基幹施設に
なっています。脳性麻痺児の早期診断・早期治療を推進していま
す。

⑤重症心身障害児及び発達障害児の療育について、専門病床135
床を有し、入院中の学童児には隣接する県立加治木養護学校と協
力して教育に当たっています。

⑥がん患者の終末医療を行う病棟として緩和ケア棟を平成17年
に開棟しました。また、姶良・伊佐地区の地域がん診療病院の指
定を令和元年7月に受けました。

今後の方針
①放射線治療について、令和5年11月に放射線治療装置の更新に伴う
高精度放射線治療センターの開設を予定しています。これまで鹿児島
市内まで足を運ばないとできなかった高精度放射線治療（強度変調放
射線治療（IMRT）・呼吸動機照射・定位放射線照射など）が姶良地
区で可能となったことを各医療機関へ周知を図り、地域医療の充実に
寄与します。

②アフターコロナにおいて、これまでコロナ患者を受け入れていた病
棟をコロナ（新興感染症）病床と生活習慣病教育入院病床へ整備し、
引き続きコロナ患者を受け入れていくと共に、糖尿病・睡眠時無呼吸
症候群・慢性呼吸器疾患・心不全・HOT導入についての教育入院患者
の受け入れを積極的に行っていきます。

また当院において担う政策医療にも引き続き力を入れていき、病病連
携・病診連携の強化を図り、地域医療へ貢献していく所存です。



最後に
当院が紹介受診重点医療機関になりましたら、姶良地区の地域連携
を一層強化し、地域全体で切れ間無く患者をみていく制度を皆さま
と一緒に構築していきたいと思っております。

一部の呼吸器疾患については地域医療連携パスを準備しております
のでご利用ください。

地域連携の推進のために、当院では地域医療連携室に専任スタッフ
を配置しています。ご紹介の際は地域医療連携室をご活用ください。

今後ともよろしくお願いいたします。


